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暢　発連性の問題行動倭開する研穿
w　べ乳ゾ　響　衆劇醗　i 蕗ll1　単
．そ、r　、 1，　』r警1歳趣ケ月児健診に～おける一

ぐ ．　　囲　覆

’1～’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドひ鼠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究第7部　　 高　橋、種1昭弄
Lへて

・ぐ 　　　　6　　　推進本部 、小．、貞　修）ド1

　　　　オ』

　　　　卸　　v曾　　“　　　卜iΩ　　δ　　　｝亡．1の問題行動が夢られるがにづ嫉てみてみよ、う15・瓢心
譲・はを堕，三莞 ☆掘簾，＆第脚脚糊彰対解、碑嘩麟
　1歳6塗月児健診め串的の弓っに，親比対する育児指 辱で多くみられる問題にっいてきいた結果であうら多い順

導の脚順と力鯛今れて噂」轍6朔恥、擁瞬砿指麟り御％》哺乳疵み繭旛61
乳児から幼児へ子ど1もが移爾する時期にあり1要ろいろ！：」％），こ1とぱの遅れ（45蚕2％》 排泄のしづけの問題（勿。Or

蠣獅惣時騨騨的聯靴轡筏る鞭醗達“〉1’騨き（22・6％）・』温しや一く1嚥2繊4｝套くエ7・8
にし淀も，性格形成にレて凱社会性の発達にしても， ；　％X践が強い（17』1％）y・乱暴く17，1％》税、多聯q5，8・

その基礎は乳幼脇こ？く畷も叩あり，脚歳 、．脇規知り（1郷λ、遊融》卿％ナ瞬聯

β娼噸は鹸な麟といえる・何敢替ら序とばグ、鳳鍬蝿り榊でも開解争㌧吻1昨？‘・．

華箏 ぺ鰍の力勲り桝いタ季靴嘩知 語晦やぶり』櫛いことは当然遷れ燐；の宅
勤や講能力も輩郷胚ると格贈進興示すの 、．み櫛，ぞめことを問剛するかどう鱒’う荘とは常に1
がごの時期だからでおる。ごう．した時憂も親が譲った対罪意見停分れるところで訪る。一しかし・』母親め葬くがそり．

卿仕方鶴たとし閃ら・鵬かく順調に伸びるべ講ミ脳嘩非叡こ問騨し（蝸、曼と魑実で瘍 ．脚；』

篇響鱒鯉」？1つ轡う轡ゾ畿巌簾鷺島縣諜難…
1獅．し無に藤ケ崩に鵬母親の繍度％廠瓶の使用〕につヤ・ても1転鎚睡発齢
をみると・モ｝か鯉多く膿弊みられ鋳のた興町マ吻駆鋤として参吹鴨桝砺跡鍵伽．ケ月

勢騨嚇艦膨ズいるグズカミ少郎泌卿災1きゆ継輔乳瓶鞭財るという灘繍恥ぶりの1
饗ある・≦中鷲郵の母舞扱レ’轡らせτい巻駕．｝搬≒脚い～ずれは止詑して襯！戴懲轡心i
がドいわゆる発達性の問題行動である。それは正常の中、、一配の種となる ものである乙

撃φ間題行動之陰づて むよい、も1のである。ξ発達のあ逐段陵

亭こお亙）て励過性自勺にみられるこkう，した問題行動セ蔚尽本人

にと勝てを姻φ間題、も，なく』とも，凋囲の大木達，ま特に母

親頓 と・っ、でをよ≠刃礁をζ3翫塗．りカ・ねなレ、のであ・る。｛二』二γ義・ 』

よそさで次匠も富f歳6iゲ月児にみられるご二う，しだ発達性

の問題行動にゆび て， 斐われわれ3が東京，・，・ 浜， 千葉ぶ新、

潟1ン香川の15都県に船いて，二保健嬬と母親を対象に1じで

実施した調査の結果蹴ら痔その発生の突態， 1；親の対応の・

仕方，、1保健婦の指導方法などに：づいて報告する。こ㌧こ’づr

　汎今回の調査はlc昭和53牢12月態1凋にがけて質間紙法i

　により，約150名の保健婦と400名の母親を対象｝δじて

実施 じたもの酒ある㌔ジ＝1 ・1二☆rぱ、 ひ読 11・験．し1 入』｛二

灘諺，牽廟麟ぢ擁蓮輔鱒
　』ぽず，1歳6ケ月児の健診の場で，どのような発達性

O繍移ぐの齢が蹴郡研こどばの遅岨麟…
Vくて昏ま謹それを単純性り言語遅滞どすれば発達性の問題∫

行動に入れでよ協力ご鍵健診の場でのことばの遅れの中に

蜘鞭灘当騨蜘郡る⑫ ！胴σ（45脚1㍉

撒灘灘禦1難脅1鱒難
6：搦職耽つけの問題」繊・1紅離二り時期で瞬惣

膵の淋当然である力歎横浜市のよヴな天都市鴎は諺ぞの

嘗のが，かなワ多く問題になって礎番。（V中にば予告じな，

恥どい，うよ与なも、のでなくデ便所や便器を嫌う．どが獄娚

な場所でするというよ 与な問題・も、み1られ｝るるr無～ずれ乏該惨・

て竃ま 引やく誹泄の1しうけが妙め、られたばかηの段・隊

で縄イ彊のよう｝修くの励多腓泄の靴醐魑ど臨

てあげら恢いるごどには間題があ溶鞭趣う1轡敷

φ丁夜泣き」 にづいてはi』1乳児健診の場でば非常罷多噂㌧
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第1表　1歳6ケ月児にみられる発達性の問題行動 MA

項　目

iY1地域 ・・

　　　
　，鰍市⑫容礫駅φ1菰潟 県（47）　　計 （146）

数　　　　実

数％実数％1実数 ％実数1 ％

揖しゃぶり
［　㌣

卿 7畔調』4絃g卜 36176・61g81 67．1
哺乳瓶の使用 1 21『4・・41・gl4・・41 28159・61681 46．6
こと畔の遅れ

♪11．5

3・159・61・713621 ・8138・3！661 46．6
夜泣、き

、卜 2514絃・『　81・乳・1 ・1　・133 22．6
歩行のおくれ 1 7い歌51　41絃9！ 7い生gl181 12．3
多動（落着きがない） ・1一 ・1卜2・・21　6い2，81 6い2・8』、 、231セi
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1’ ．132・71・3盆7t71一 、51．エ・・61351．ρ
2先o

1人見知一り
一♪ ・、ノ・
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乙

q…小．旨食 卜 81・』・a4・7い生g卜 エ11rl刎・し261・ 17．8
1むら食い

r 1㌧ ・』吾レ5・81＝3rl6・尋’ ‘gr叫1・5 10．3
』遊δ食ジ ずL、 刈1 エ9・2r ”6い2，8！ 「41rF 』昨「r 2。r

13・7

偏、　傘、 珂　〆1二 3！5・81・．31 ・6・一 ： 31一航司旨・19紙1t6．21

1∴間食P 不規則 ・ぐ・ ： 1・！・・卜6r　d 4卜噛151 周1 　、　　　』
，一

頂分で嚢べないF 」』 ・＝ 9一ρI　ql
手1・ ζ叫∵』2r”

！＝・

1P4

』、ζ｝莇乳できない 』｝》 ld、7・71 1・ll・・卜 2卜．413卜rき6卜楓・

我が強い，独占欲「 引 』 擁・
㌔・5・4トー恒 ・51・3叫 2／ノ』43／こ磁；11 1？11［

過度の甘え
”rll－1 2「1』鼠8D〉回 『盃3「 ＝21』’「4131』ぐ6／1． 4．1　F　l

問題になるが，．1歳6ゲ月 の段階になれば少なぐなって

いる：と考庵られていたが， まだ，かなり多く｝ 問題とな

うているる．1しかむ， この夜泣き を問題にするものは横浜

市に集中して多 くみられ， 新潟の場合は、1トケ［スもみら

れない。 ？ま二り・大都市と違づで農村部では殆んどこの時

期の夜泣きは問題となっていねいのである。

O次に，「かんし噂く」をあげるものが多いrが，． これは

「我が強吟」』，f乱暴よなどとも雷複する部分が多い間題

であり， それ．らのもンのと一緒に考えてよかろう。怒りの

爆発的な表現である1このがん．しゃぐという行動も・，幼児

肇期にな惹とはるかに少な くなるが，・1歳6ケ月児の時

期は，1痛我の芽生え・と共にデ自己の要求をはっきり主張

し出す時期であり』 ，ある意味で，。それは子どもの精神発

達が順調にい、っ．て嚇る指標ともな、るも、のである。

g、「食癖置が少ない」1、．で遊び喰い」， 「むら喰いjなども

常に多くみ・られるが， こうした∫食亦の間題ば，で1歳6ケ’

月妃の段階では，食事に対する工つけも徹底されておら1

ず，＝食亭と遊びとが分化・していないたあにお1こる間題のi

一部とも考えてよいもので， 食癖量が少ない1どいう子：ど、

もの揚合、も，”実際によ、くきいてみれば食凄の量1とマじては

充分のケースが殆んどであるo』．3度の食察以外に間食を）

する機会も多いし，』牛乳のよ、うな飲物．を多量に1どら，てい1

るものもいるが， 親にしてみれば食瑛の時に食溝な蟻ξ：

いうことが心配になる．わけであるす』 この食事に関・した間

題は大都市と農村とに差はなく，、1．どこの地域で も多くみ

られる．ものである。　　 　r 餐：、1謙Lllil、．　，r二1蕩

o「人見知り」もかなりの数がみられるが，モ の人見知

騰購敗脚挑脚ら懸酵、矩幾尋畔然
で豹，踊尻腕ぐと同ビま うに敷でよレ澗題行動と

しYえるるlq 1』r　r 1　　一　　 』一
1’
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、 、

可，　、
』1以、　超

1

、1よう。τ第2表嫡東京，：千葉，香川，1、新潟（（農村部以都市i、

，1部）rφ母親に・職骸月児として問題鶴澱鮮批
努ぬ価についてきいたも艇あるσ⑫中に‘饒達風
・1 醜働も多く含まれているが，当鯛睡雌蜘i
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鰐な餐ぬ問題も含まれている。例えば・知的発達に関し　部の母親によって問癒どされ姻・るが1・その数は予想し

煉既しズ1ま・嵩麟し卒纏ヤ、、』練本煉舜泉．1 ・ゆ規、妙なく螂轍磁砺る．向じ食瞭関し
鞠’・ ；猷での鈴や禁雌甥堕い畔り瑚 幽駅，噸瓶で乳を鋤という働は，そ烈より多
芽あるしヂ社会性比関した項目とし！て峠ll 入間た関心を“く1約30％ゐ母親によって問題にされている。

示考ないという項目がある。その他1・r運動能力に関した・』 その廼では，母親から離れらねないとか，すぐに甘え

鯵琳曝麺歩1拠・横硝 孝，ρ3鋼めない．』 嘩く！「妙づような甑硝黙伽翼，・惣，麟然
畔の舖騨脚轡に関し響目ぞ監そ終煮る死ぐ鯵 ものぞ窪多く澗題とする母蹴騨かで鵜
ダで痴』凸　　一　”㌧以上あ結果からみると，畷達の多ぐセま当初茅想ぽ
；母勧獣た繍をみると・ ．大解ど：もの働翻いい繍り耗も鱗灘の蘭行鰍対し筋なり正し1
七正しく理解．しているよ，う！に思えるが， ひと紛歩きがで．1・く理解していることがわかる。しかし，かとり歩きや∫
に

醐’鯵無聯しゼ神い璽≧脚妙秘の． モと嘩噸も殉鞭匙もを蘭視しな瞬縦か

畿議誕鷹嬢獣黙ぎ並猫 幽僻する鵡注騨し≠．す1
慮しなく，てはならぬわけであり，母親がそのこ．とを問題，．Y　l W　l撃稗の育児態度

脇鞭、と睦ら！、そ群澗題簸菟㍗．1讐、、こ・、鴛窯邸騨がごうした発誰鯛厘鋤に対，レ
i、嗣駆う㌍燐ひ≧り遷び験特匁ヤ黙瞬 ．μ⑳な態度で臨んでいるかと“ぢご考を，雑
開心を示さな帆という項目の場合も，’僅か3σ％に足ら’｝妬め印象と1’母親自身に聞いた結果からみぐみよち。r

ぬ数の母親じかそれを問題どしていなWというにどは， 乙・〔二＼ヤまず，，ξ全般的な母親の印象についてみる；と， 問題に対：

興ま婦ζ卸社会騨餅吻廓り勘嫡を承』紬ズ噸鐘師す如く・、宰に骸夢特別なこζ1は転
レてい贈鰯こり鵜東稗即齢1歯 郷・ないも璽が過聯鹸気にレてレ’ろいろな方海璽
萬後の母親ぷ間題乏しており』千葉ゼ新鶉め農村部の母’一そうとずる之いうものが約20％委あぢ5』放任的で気比しi

禦題と漁’親のが猟’㌧』一話7・』1なレ’と唄の騨に充た轡』r；▽一 i
ド揖を擬ρもレやぶるこ．とには，新潟の濃村部の場合に、い［母親の主体性はづい3では，・ずぐに医師や興隅の人間に、

瓶F尊弊準㌣母稗匪そ祇教問題と←巧、戦牽が窮稗璽些塚　、吻けを零！うゑものが最も多く， 横導市り場食“声琿半攣i

では新桝数構の聯、騨席してお墜．亜．』を占めそ啄螂他人依鯉繍が多いというこi
輔脆雌湘立つド 　　茜　　　脈痴礫4卸自分で考え｝醗硝題纏に努
弄犬見知りするという乙と旬保健婦のあげた問題行動．♪カするという母親は殆んどいな喚ψこうした懐向は最近i

砂弾嚇嬉鯵つ煙講嘩り岬彫苑欄．＝醜こレ、1勢∫い敬と・聯％鞭囎主性やうカゾ
は比較的少なく，10％に充たない。犬や猫をこわがるこ 努力が非常に不足していることを宗しでいる∂

と鵬んど加諦問駅して晦レ鼓対1こ沃をヂ灘子ゼ⑩彌醗融瓠での熾の撫セヒ酬
ぐに叩駆たり，呂す1ぐに物をなげつけたりらエがんしゃくを ．』・てみると瓠第5表）一応の殉識峠もづている，という、もの1
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の母親携それを問題にしている。． ・　　　　　　　　　度である。非常にくわしく知っている とヤ・ら育児知識過

…射保鰍醜轍鋪越幡鹸寵諭齢もっ1と多ゆでは飾激廉あ廻
関した閏題では，遊び喰いや手づかみ寮食べることが一2．ド・の少い数字はいささか意外であったσ、曳、1、♂、亨♪「謎トノ

ミマ・
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高橋（種〉他：発達性の問題行動に関する研究

第4表　㈲　母親の主体性について ＝、、
’詮こ

ゴ1ε　　　，“』…彊 誠⊃ 横飾（52）ン、㌦千葉県、
（47叉瓢潟県（47）　計』（エ46）

潤♪餐ま　贈、 ＼“．鋤劃灘実数卜1％ 陳数1％模数卜％
、曙ぐ壱糟響鰹助！塔姿r∵』3恥βL51．堺．3叫　2わ1砿7卜拙7・レ㈱

場鑓簸わカ1轡糊制し・油1 畑71 癖5乳4L・琳脚肉67卜憾姻
1縁磐剤自磐問脚鰍まill可る．roi・諒叫刈二1々幻・蜜4r2譜L4
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・奄域1価飾⑨干・千藁県・（47升断瀞賠（砂一一計一（・姫
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好ども醐蜷く輪．㈱r・レ嫁・「』刈γ 叶・鋼渉3軌4「9巨1
h」応φ知識ほ慰づ｛い多ア　之ε 搾頴51卜9畔ぎ 剣∫鋤2卜・』必［9歌6・3d♪9歌2

鯛ド榔く就く知麺・るう・1 r鷺・レ叫 3レ鋼　・　・ド写3浜 幻
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曝6劾ら1第厳癖罷行蘇対％母卿醜φ帰 ⑧期矧鱒どい鵬 鰭』

i・

仕方につ尋・てきいたもゐであるら 質藺尋図 もむ自合あ子　　　人見知りのひどい場合は，他の子どもと導ぶ機会をもr

どもがそらした鞍蜘鴛．レ嫉鍬う騨、． ．雄墾磐リカ噸虹獅拶蓋1麟纐
磯紛融璃魚逸bl“iu麟，』・観 』 」1 唄1人φ購睨と励ものも20％前後みられる・・大き惣

㊥、熱拶婆？解影罫 潔ド、？ ＼・』』尾鰹酵嫉恥てお‘というものは齢5掻に過ぎ
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鷺鴛鷺牒寧lil繋懸閃轡劉酔気轡驚
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第了表　人見知りがひどい易合

（”

　　　　 地載’籟5・簾157’種96酬1・噺澱）49新潟（都）5・1計399

　答1・　＼剰膿数1％蜘％願阿実数％蛾％團％
’磯鱗こ他人の前に出す　一／ 71・4・tgl・臥8116團幽國‘5／1dlgl 13126，。1・』74睡

1ゐ畑嫌慨から放づておく・寸1國一和1れ3囹 呵国’817卜名r 4ql，・節5
・咽購こならぬようにする　・ul51・α・い11・8161銑3171玄・1 11卜2・ゑ15匝・・9占16、3

・・d他め子どもと遊ぶ機会をもたせる』国5亀・138166・715515乳3155馴3517哉・12gl53・1昇4・16・、2

eその他　　　　い12・・い巨・81．・1、gl・1．．・い13，21、・1・i31．嬉8

、N4　　　　　1 8圓31
51司 121i且51i・1呵・r砿・巨1を・1

琳7

　　　　　　　　　　地　域．㌃板橋・：50

ピ　　　　・．癒阿’1
磁レく叱る　　　　．二いい1
／膝箪難たせなレ》ようにや13116盆・1

c無視して放っておく　　181珂
r’

ぞ画砂　　　　lr2k・1
NA　　　　　「祠

第8表．か々しゃくをいつもお蓄す場合

　　　　　　　　　　　　　　板橋5・1練馬57穫96香川…新潟脚9糊（都）5・
計399

　　　　　　　　　　　　　　螂「1実数1 ％実数1％実数1％実数1％i斬7蜘％

…1灘1響一圓蕪1…i騨覇韓ll！ili

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 518・81313・・1 ㌧1ド・・。卜3卜6二 5卜 3トお』・ll171 4，3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　518壁8！ ・14114‘61131、13ボ・卜21、4・31：．、・1．』・，・1 、431エ・，8

　』ド1‘』』 Plン1二『

、第、曝 、嘩攣騨する飴
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』』τ答』P『軍 　　実躯実数1％，剃纏鶴團％蜘函馴％

、す 泣きや韓瑚手をしてやる h・1零…図3叫副鯛工51エ5・・111謳61 、耳gl．38∫・／エ1＄12％

bそ磁そ婆と』しておぐ 　1181鮪i61r1212L・1：2含1∫2生。3g國 1112よgr14231・國2913
c
灘薯たぜないようにやさしく1 611盆p國2エ11坤α41『2112L・r gl臓6／魂敏・1、叫161き

d＠魯』 　　r8圓』g國団、g・31 31』庫・171・5，II41 薮QI 43bgl多
NA 　　　　I8図41甑・1・7國171工乳・14國4國54！13．5

1⊂二第1σ婁すぐに淳く揚合

　　　婚
．、
　　　』地　域　　板橋50、

答iご，．r

練馬57．千葉96’ 盾川100新潟（農）46新潟（都）50 計399
癒阿実数卜％蜘％剃％訓％実数隔副％

∫凱甘えなのだから厳し‘叱る 12巨・17・2・3155』21g軌・111 刎 3卜＆・卜27／6し8
rb「相手晦ら諏よケにする・　 I嘔・1 21136ボ833團33133・・！ 11匿g卜161叫姻 32乞8
畷案轡嘗な舷：う騨しく』12・14・，・1 21國3gl4・・614・14軌・13・16氏212515・．・卜・75143」9

∋dlそ吻組： ・＄　　1
13・：6，・1 41乳・国8131515・・1工匡2124・1・23／5乙8
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第11表 遊んでいてさっさとごはんを食べない場合
ぐ㌔’牝　　一、1＼ ；鞍暇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r・l　l二　　　　樫1蔚｛・∫地球・・ 板橋150・／練馬ll571千葉961香川100＝新潟儂）46獅潟（都）50 ’計399

踏淵
逸．．歴一顛マ蝋陵剃％実数1％騰 ％剃弩剃％

．盆・すぐにさげてLまゲ　　・ごン12図・q畑列1・・ ・［…hl：1212トィ21』へ161ゆi斗・8

．b全部食べるまで待って七やる≧、／．3／刷41』”・311351・・1・・琳21馴凋⑩O叫・乞・

・9膿奪つて食轡逆ばさげ研3gl矧46瞬717217凱・1燃6r恥16’項＝白2iO鯛7ま7

、d≧そ の他☆　芦9　∈：．し1 エIV2・・13 ・（敦31窮2i－313，・1・卜2乙2・斗－2」dl一始 3・3

．llN賦　　　y　？』 151皿・41・肱・国6・21 gl軌・1・1砿・い1叫25匡3

　　　　　　　r－9　　 　　　F『・　　r　　　・．－ i　　r　　　　　　　　　　　　　　　 流K
いる といえる。　　 　　　　　　『　　　 　　　　 泣虫の子どもの扱いでは，ζの場合も相手にならぬよ

　③　かんしゃくをおこす場合 　　　　　　　　　　　うにする≧堅ラ．弟ラな3、教う麹厚り購しさ奪も？頓醇む

　・かんしゃくに対しては，不安や不満をもたせないよう・ 親は約30％と，やさレくしてやるのが約40％より少なく・

雄やさしくしてやる二どらう母親が半数を♂えβ次し｛セ無llgi乏め場合竃や二さしい母親の存在が目立つが，やさしくす

i視セて放っ1てお1くが約2p鮮であり） 』厳し乗叱るのは僅か　いることがすぐ泣く子を育てることになるこどを1脅えれ

1欺一響過ぎな憾』1麹，ケ朋勉んし鎚く卿に1．6隅やした曜達鯛麟岬琴ぞ～晒聖鍵う・
遺1甘やがされた環境の中に生活していたために激しく　 　⑥　遊んでいてさっさと御飯を食べない場合

鵯て晦ものも繍こ捷考えるε逃う慨母継』・づ少惚っ喰べなヤ・な藤轡冠まう：ど幽磁力1
：の扱いはヂいささか過保護に過ぎる感じがするピこれは』　過半数を占め，遊び喰いに対しズは．ごう二じだ扱6が定着

醐達勘んしや 郷不曝’い舜、聾結び？け』餌、1し嫡じ筋る・しが庵鱒鰹韓で御∫軽と
・求不満に降ること奪勢てり稀果と熱う偽 隠、』．『い卿畷蜥潟の鮒甑かなり多く、うら鰻・
　◎　夜泣きを毎晩ず多場合　　　　　　　　　　　 以丑の母親に対ザる質間紙調査の結果からみる’と， 発

　・この場合には・答えが分れているのが特徴であり・泣尉達性の問題行動に対する母親達の態度なり・扱いば1＝一

き止むまで相手をしてやるという母親と，そのままそっ　　応妥当なものとみてよい。しかし，子どもに不安や不満
としておくという母親が約30％ずつと多く，不安をもた　　をもたせること比蔽必更班泌気を6かっせヤ端1ま穆に

1せ融吟よう礁やさし1‘・レマやうという母規も3ρ％近くみ尊み犀多6要する鵠嵐うした母親は過傷護に陥る危険性

ら脇塑雌り中曝医師に鰍するもいうキうなも、誉常継挙轡才で嬉一！”
のむあるが♪1歳6ケ月児が1夜泣きを毎晩する4）に対 　　　　　　　 P

楓泣き止むまで相手をしてやるとヤ、う扱いもヤ、ささ． 遮繍姻状執改11菰・∴』1』
か過保護であり，痺録などの原因がな嫉ればそのままそミ，1｛　母親の問題行動に対する態度につヤ・ては以麗述〆た如

’嬉し噸．く方嘩警鋤や継．熱：写』 死．ぎ、く餓るが洞師鱗織蘇鰯津は切ゆ嬬
　’⑤，す姻こ泣く楊奇　　、　　　 　　、　　　 導を行っ ているかについてみたのが第12～16表であるポ
　監：卜・　 1－」　　㌧1．鐙　　llll　　 ～r1ン　　く　　1甲りよ』　rl9　　　　　　　　　 』』　㌃． 1・・ゼ 7 ジ 1）

　』第12表　臼） ・指しゃぶりについては

　　　　へ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　　地壌　横選市（めi千葉県（47）新潟県くの』計 ・（・46）

　　　　　　　　い　　　『　　　　　　　毒、、 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ぺ∈

　　　　　実剃％ 懐』教1％実数1％笑 数1
％

li墾瞬攣馨；奪i卜∫一皿コ凱6いn4 皿ン 　ll翫9

6榔ご嬢獅沸』P’卜二距LgL仁みり』二…劉＝可≧無1似1
歯1鱒碑蝋ゆ1』』

》

’、llレ’、．窒1』．』15，4ド1、・14聾、へ刎氏億洞』・i乞ρ ．、迄9に纈
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第13表㈲　人見知りのひどい子については
＞．

を、二 　　　　　　　　　　地γ域 横浜市（52）1千薬県 （47） 新潟県（47） 計　　（146）
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　． ヌ歳6ヶ月児の指しゃぶり1に対し実嫉半致ρ保健婦り

が他に黛を向けさせて止めさせるよ・うに指導すると答え

rて遜る。 茨し・で， 夫ぎくなどたら止みぢふら気吐するな

というも⑳と，欲求不満にならぬよう に指導するといケ．

1贈の黙1がそれ拠塀やみ鱗る・r1
．』斗の指レやぶり嬉ついては，そのもρ碧ご㌧く自然な乳

，

児や幼児にみられる行動とみるものとγ不満や不安があ 」

．1“るために行わ牲るも の『とみみもク）止によぢて1章然その

．指導準異ってくるわけで挙る色．珂μり方法吋しう1隼め

　させようと指導するものの場合は，そのものを好ましく
『一 ないとみているわけである。そめ場合1多く一とられ6の

・∴／は，他に関心を向けさせて止めさせる方法なのである。

　　② 、人見知りのひどい子について　　　、　．．ひ

　　人見知りのひどい子については・親に焦るなと担導す
　るケ」スが最も多い。つまり圧力をかけれぱいよ竜・まひ
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どくなるぞ，という指導なのであろう。しかし同時に，

積極的に他人の前に出せ，というものも母親の場合と同

様にかなり多くみられ，横浜市の場合には髭のものがそ

うした指轟を行っている。そうした指導は，親に焦るな

という指導とはいささかその指導方針を異にする指導で

あり，問題があるといえる。前述した如くこの時期の人

見知りに対して，あまりそのものを早く直そうと努力さ

せることは不必要なはずである。

　③夜泣きをする子につレ）て

　夜泣きについては，親が神経質にならぬようにという

指導が半数以上を占めて最も多く，次いで，そのままそ

っと しておけというものが約10％みら机る。夜泣きの原

因にはいろいろなものがあるわけであるが，親が神経質

になっているためにますます悪化させているケースが多

いことを考えると，保健婦の人々のこうした指導は適切

である といえる。しかし，約10％のものが泣き止むまで

相手になづてやれと指導しているのは，下手をすると母

親の過保護に拍車をかけることにもなろう。間題はその

相手の仕方である。

　④すぐ泣く子について

　すぐ泣く，いわゆる泣虫の子に対する指導としては親

がおろおろしないように指導するものと，不安を取り除

くためにやさしく接してやれというものが約40％ずつみ

られ，両者で殆んどを占あている。親が子どもの泣く度

におろおろしていたのでは，子もどの思うつぼであり泣

虫を助長するようなものであるから，おろおろするなζ

いう指導は当然正しいわけであり，この場合もあまりそ

のものを不安と結びつけて，’すぐ泣く子にやさ しく接し

ろと指導するめは，いささか問題である。それが御機嫌

とりと結びついたらそれこそ泣虫をあおる；とにもなり

かねないであろう。

　⑤　遊び喰いについて

　遊びながら御飯を食べる子どもについては，母親の場

合と同様，少し待って食べなければさげてしまえ，．とい

う指導が殆んどを占め，指導方針としては他のものよ
り， はるかに統一されている感じである。

　以上，保健婦の人々に対する質問調査の結果から，子

どもの発達性め問題行動にづいての指導り実態について・

みたわけであるが，この場合も一，二の例を除いて現在

健診の場では適切な指導が行われているといえる。しか

し，人見知りやすぐ泣く子に対する指導の易合にみられ

るように，子どもの問題行動に対する理解をやや欠いて

いるような例もあり，』 果軽おいて子どもに迎合するこ

とにもなりかねない指導が行』われている点については注

意が必要である。

W　おわりに

　このように，1歳6ケ月児健診において発達性の間庵

行動は，多くの母親から問題とレて出され，指導を必要

としており，親に問題となる行動についての正しい知識

を与え，無用な不安を排除し，適切な対応の仕方を指謙

することは，その問題を一遍性のものにとどめ，深刻化

させないためにぜひ必要である。

　特に最初の子どもの場合など， 母親は子どものちょ っ

とした問題を非常に深刻化しがちであり，偲子共々不安

状態に陥っているケースが多いので，個々の状態や実状

rに即した細やかな携導がなされねばならない。母親がう

ろたえたり，焦ったりして子どもに当るようなことがあ

ったら，間題に対する正しい対応はまず不可能である。一r

　保健指遵をする側としても，母親のそうした気持をよ㌃

く理解し，母親の不安を和げることを目標に指導が行わ

れることが望まれる。そして，母親がゆとりある態度でrl

子どもに接することができるようになれぱ，子どもの発、

達性の間題行動の殆んどは短時日のうちに消滅トて騨夕・

はずセある。おわりに今回の調査に快く御協力戴いた寄・

地域の保健婦の方々に厚く御礼を述べたい。
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